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第 1 節 スケジュール、実施内容 
 

 

 

 

 

 

 

 令和３年度月別島あっちぃ広報実施報告 

媒体名 
令和３年 令和４年 

７月 ８月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

WEB メディア ちゅらとく ●    ● ● ● ● ● 

WEB メディア ごーやーどっとネット  ●   ●    ● 

WEB オンライン島あっちぃ        ● ● 

WEB 春得キャンペーン       ● ● ● 

WEB 大感謝祭         ● 

SNS 
SNS クリエーター 

MANARiN 
        ● 

SNS 
SNS クリエーター 

minori 
        ● 

セミナー 
SNS マーケティング 

セミナー 
 ●        

WEB 広告 ddn(YDN／GDN)      ● ●  ● 

モノレール広告 車内広告      ● ●   

SNS 
島あっちぃ

(Instagram) 
● ● ● ● ● ● ● ● ● 

SNS 
島あっちぃ

(Facebook) 
● ● ● ● ● ● ● ● ● 

SNS 島あっちぃ(Twitter)  ● ● ● ● ● ● ● ● 

メールマガジン 島あっちぃメルマガ     ● ● ● ● ● 

ポスティング 中南部エリア      ●    

街頭配布① 久茂地交差点エリア         ● 

街頭配布➁ 東南植物楽園         ● 

県内施設 チラシ・ポスター設置      ●    

県内学校 チラシ設置      ●    

その他 
琉球エアコミューター 

機内チラシ設置 
     ● ●   

その他 
琉球エアコミューター 

機内アナウンス 
     ● ●   
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第２節 実施内容詳細 

１． ちゅらとく (WEB サイト) 

県民のおでかけを応援するサイト「ちゅらとく」会員(会員数約 29 万人※沖縄県民の約 6 人に 1 人が会員)へ事業

開始の告知や、毎月のおでかけ記作成及びメルマガ配信などを実施。モニターツアーのエントリー促進のほか、オンライン

島あっちぃや SNS キャンペーンの告知を行い、ユーザーとのコミュニケーションの場として活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

モニターツアーのエントリー促進のほか事業開始前には Instagram フォロワー獲得キャンペーンを実施したことで獲得

人数:開始前)1,528 名 → 開始後)2,820 名 獲得数:+1,292 名の新規ユーザー獲得に成功。また、新型コロナ

ウイルス感染症に関する注意喚起とあわせ、県民に向けてエントリー意欲に繋がった。 

 

[広告掲載種類] ※毎月プラン数に合わせて最適な告知を実施。 

おでかけ記事／メルマガ配信 冒頭／FB 広告／サイト内バナー広告（ランダム配信）／PR 枠掲載／ 

ホーム画面広告最下部／メルマガ最下部広告（毎週 火・木）／独占メルマガ／LINE＠配信 

HOME pic up（大枠・小枠） 
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２． ゴーヤーどっとねっと (WEB プロモーション) 

目的 

キャンペーン告知やモニタツアー告知の一環で県民へ周知を行った。 

島あっちぃ Instagram フォロワー獲得に向け、非売品オリジナルエコバックや非売品マスク等が当たるフォトコンテストなど

複数実施するキャンペーンへ誘導させることが狙い。 

 

施策の実績及び効果 

① 【島あっちぃ】フォトコンテスト開催中告知 （令和 3 年 8 月 10 日(火)～８月 1７日(火)） 

➁ 【今年度で最後】離島・交流促進事業 島あっちぃ 募集開始 ※2022 年 1 月 7 日非公開 

 （2021 年 11 月 26 日（金）～2022 年 03 月 13 日（日）迄） 

➂ 島あっちぃ大感謝祭告知 （2022 年 02 月 22 日（火）～2022 年 03 月 20 日（日）迄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

サイトからの流入が低かったものの、県民に向けたキャンペーン周知施策としては有効的な告知場所と予想され、 

ちゅらとく同様、毎年告知を掲載している媒体のため、ユーザーとの親和性が高くモニターツアーのエントリー促進に繋がっ

た。 
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３． 大感謝祭 (WEB サイト：https://acchi.okinawa/thanksgiving) 

目的 

1.島あっちぃの Instagram のフォロワーを獲得する 

2.Instagram だけではなく、島のファンも同時に増やす 

3.最後に県民への感謝を伝えて、島への興味・関心を喚起する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の実績及び効果 

◆インフルエンサー（MANARiN 氏 minori 氏）を活用したストーリー投稿とフィード投稿  
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No 配信内容 配信日 

1 ストーリー投稿 

1 回目：3 月 1 日(火) 

２回目：3 月 18 日(金) 

2 フィード投稿 3 月 11 日(金) 

 

 

 

 

No 配信内容 配信日 

1 ストーリー投稿 

1 回目：3 月 10 日(木) 

２回目：3 月 17 日(木) 

2 フィード投稿 3 月 10 日(木) 

 

 

 

 

考察 

沖縄県内在住のインフルエンサー（manarin37：2.5 万人／minori：1.9 万人）を活用し、島あっちぃ最終年

度の報告と Instagram フォロワーキャンペーン告知を同時に行ったことで、彼女達が配信した期間は沖縄離島好きユー

ザー合計フォロワー4.4 万へリーチできたと考える。 
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４． SNS マーケティングセミナー (WEB) 

 

目的：離島コーディネーターによる現地発信力の強化 

インフルエンサーマーケティングは口コミによる消費者目線でのマーケティングが可能であり、ブランドの認知拡大から購買ま

で様々なフェーズで活用できることから大きな注目が集まっているため、今回は、沖縄県出身の manarin 氏を迎え、イン

フルエンサーマーケティングに力を入れていきたい離島担当コーディネーターを対象にセミナーを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆セミナー講習会 

 日時：8 月 26 日(木) 13:00-15:00  

 使用ツール：zoom 

  

◆講習内容 

・初心者向け、SNS（Instagram）に関する基本 

・フィード投稿の作成方法 

（1 枚/複数枚投稿、キャプションの入れ方、ハッシュタグ、タグ付け、 

 位報情報(場所)の追加等について） 

・ストーリーズ/ハイライトの活用方法 

・リール・IGTV の使い方 

・ライブ配信について 

・写真の撮り方・スマホでも出来る編集/加工方法 

 （スマホメイン／アプリでの文字入れや編集） 

・プロアカウントについて（ビジネスプロフィール） 

 ※インサイトが見れるので、切り替えをおすすめ。 

（インサイトの見方／インプレッションやリーチ確認方法等） 

・ワークシート(受講後、フォローアップ) 
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施策の実績及び効果 

・参加数：14 離島 23 名参加。 

・参加後アンケートに回答頂いた 10 名全員が「すぐにでも実践できそうなヒントはありましたか？」に「はい」を回答。 

・島あっちぃアカウントとの連動フォロワー獲得施策(島かなさん)参加希望離島が 10 離島希望あり。内 5 離島とキャンペ

ーン実施した。また、セミナー受講で終わらせず、希望離島はワークシートを活用し継続したフォローを行った。 

 

▼ワークシート見本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

 SNS を活用している離島(事業者)は多かったものの、発信方法などを学ぶ企画が少なく、今回は現役インフルエンサ

ーを講師に迎え最新のトレンドを学ぶことが出来たと考える。 

セミナー受講後、アカウントのアドバイスを個別に実施するなど、一過性のものにせず継続的なフォローを行った。 

また、希望離島(事業者)は島あっちぃ公式アカウントとタイアップキャンペーンを行うことでフォロワ獲得にも成功した。 
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５． WEB 広告配信  ※YDN (YDN：Yahoo!ディスプレイアドネットワーク) 
目的 

1 モニターツアー参加募集のエントリー促進を図り、ディスプレイ広告にて、バナー広告の配信及びリマーケティング

施策を実施 

2 大感謝祭認知度向上のため、キャンペーン情報配信を実施 

 

施策の実績及び効果 

1 モニターツアー参加募集の販売促進施策 

実施期間：令和 3 年 12 月 1 日～令和４年１月 20 日 

令和 2 年度月別島あっちぃ広報 YDN 広告実施報告 

 令和３年 12 月 1 日～令和 4 年 1 月 6 日 

12 月 1 月 

表示回数 9,135,718 回 2,541,610 回 

クリック数 12,106 回 2,969 回 

クリック率 0,13% 0,12% 

 

２ 大感謝祭キャンペーン施策  令和 4 年 3 月 1 日～令和４年 3 月 20 日 

■YDN 表示回数：6,876,931 回／クリック数：4,325 回 

 

考察 

大感謝バナー広告では合計で約 687 万回の広告表示と 4300 回のクリックと比較的低単価で獲得できた。 

また、エリア別のクリック率は大きな差は見受けられないが、九州地方が比較的高く、特に長崎、佐賀のクリック 

率が 0.1％を超える結果となった。 

性別では女性の反応がよく、年齢別では年齢が上がるにつれ、クリック率が高い傾向になった。 

バナー別ではスマートフォンに表示されやすい横長バナーのクリック率が高いことから、パソコンへの配信を減らしスマー 

トフォンのみの配信に限定してもよかったと考える。 

 

■配信バナー（ツアー用）                          ■配信バナー（大感謝祭用）   
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６． 車両広告（モノレール広告） 
 

目的 

沖縄県内在住の通勤・通学でモノレールを利用する県民に向け、コロナ禍でも「安全・安心」に離島旅行ができる 

（PCR 検査付）モニターツアー参加者募集開始告知の情報発信として実施した。 

 

施策の実績及び効果 

＜実施内容＞ 

島あっちぃ事業 モノレール広告 全車両（３４台に設置） 

【掲載期間】2021/12/28~2022/1/6 (10 日間) 

【掲載場所】ドア上ポスター 掲出期間 (10 日間)  ドア横ポスター 掲出期間 (10 日間) 

 

① ドア横ポスター                            

 

 

 

 

 

➁ドア上ポスター 

 

 

考察 

 年末・年始に向けて掲示し、今年も募集を開始していることを視覚的にも訴求した。ポスター広告にも「PCR 検査必

須」を表示することと 50%OFF のインパクトを狙ったことでエントリーの後押しにも繋がった。 
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７． Instagram、Facebook、Twitter、メールマガジンの運用 
 今年度、島あっちぃでの SNS 運用に関しては、若年層からの認知度向上とエントリー獲得を意識し、利用登録者数

が多く、離島の魅力をビジュアルで伝えることの出来る且つ、旅先での検索ツールとしても活用される Instagram を中心

とした運用を開始した。Instagram を運用にするにあたり、フォロワーを獲得することが最も重要であるため、 3 つのフォ

ロワー獲得施策を実施した。 

 

1.島かなさんフォトコンテスト 

目的 

 緊急事態宣言下においても可能な限り、沖縄離島への関心と島あっちぃ事業の認知度向上を図り、応募方法を簡

素化することで、フォロワー獲得を目指す。 

 

内容 

・島あっちぃのアカウント＠shima_fun をフォローし、「＃島かなさん」をつけて投稿。 

・特典として島あっちぃエコバックを抽選で 10 名へプレゼントする。 

・実施期間：令和 3 年 8 月 10 日～8 月 17 日 

 

実績 

新規フォロワー35 名獲得 1 日平均 4 名 キャンペーン実施前 1 日平均 1 名 

＃島かなさん 投稿 総数：113 件  キャンペーンスタート時 0 件 

▼投稿の一例 
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考察 

フォロワー獲得施策第一弾として、フォトコンテストキャンペーンを開催した。キャンペーン実施前の新規フォロワー獲得

数は 1 日平均 1.56 人で推移していたが、本キャンペーン期間中の新規フォロワー獲得数は 1 日平均 4.62 人獲得し

た結果となった。「＃島かなさん」はスタート時 0 件だったが、開催終了後には 113 件と大きな伸びを見せた。緊急事態

宣言で旅行の制限、来島自粛を余儀なくされているユーザーや純粋な離島ファンが投稿に参加し、モニターツアー募集

開始前にコミュ二ケーションを継続させることが出来た。 

 

2.離島応援キャンペーン「島かなさん」 

目的 

 インフルエンサーを講師に迎えた SNS セミナーを受講した後、実践の場として、島あっちぃアカウントと離島側アカウントタ

イアップ企画を実施することで、相互にフォロワーを獲得するだけでなく、Instagram 運用のレパートリーを増やし、離島

の SNS 発信力向上を図る。 

 

内容 

SNS セミナー参加後、島あっちぃ公式 Instagram アカウントとタイアップ企画に参画希望した 5 離島のアカウントは、

それぞれ 10 日間のキャンペーン期間中に、毎日投稿することを企画参加条件とし、フォロワーは島あっちぃアカウントと各

離島アカウントをフォローし、離島アカウントへ応援コメントを投稿することで、抽選で離島側が用意した特典と島あっちぃ

のトートバッグやマスクが当たる。 

 

実績 

参加離島数値比較 

対象離島 実施期間 いいね数 コメント総数 獲得数 

石垣島 JellyFish※8 日間 2021 年９月３日- ９月 10

日 

976 54 27 

いぜな島観光協会 2021 年 10月1日-10月10

日 

1796 185 70 

伊平屋島 MermaidReef 2021 年 10月22日-10月

31日 

922 32 61 

渡名喜村観光協会 2021 年 11月12日-11月

21日 

966 65 71 

座間島カラフルウェーブ大坪氏 2022 年 1月 7日- 1月 16

日 

1002 127 44 

 

Instagram 有料広告配信し、本キャンペーンの周知を行った。インサイトを参照しても、Instagram 広告からの流

入数がどの離島においても 95％以上と高いため、効果的であった。 
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▼広告画像一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼キャンペーン時の投稿例① 
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▼ストーリーズとフィード投稿を連動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼キャンペーン時の投稿例② 

 

① 初リール動画投稿   ➁ドローンを活用したリール動画を初公開    ➂インスタ LIVE 初配信 ④フィードと連動 
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考察 

企画への参画希望離島は当初 10 離島程あったが、人材不足や、参加条件である毎日の配信が難しいことから、5

離島での実施となった。1 日平均の獲得フォロワー数が参加 5 離島共に、約 1 名であったが、1 日平均 3 名から 7 名と

実施前より 3 倍以上フォロワー数を獲得できた。 

 キャンペーン終了後も、通常投稿にいいね・コメント数が増加、プロフィールへの遷移やストーリーズへの反応が多数あり、

リール動画、IGTV(インスタLIVE配信)に挑戦することで、検索表示され、親和性のありそうなユーザーへの露出の機会

が増え、新規フォロワーに繋がっている。 

投稿が保存されることも検索表示されやすくなるため、島のガイド案内やおすすめスポットやここでしか得られない情報など

を投稿するなど工夫し、来島時のガイドマップとしても機能するようにしていきたい。 

 この企画を参考に、独自でキャンペーンを実施(渡名喜村観光協会)したり、マリン事業者アカウントにDMで新規顧客

の予約獲得、通常投稿やインスタLIVE配信をきっかけにラジオ出演が決定(カラフルウェーブ大坪氏)するといった効果も

あり、来島自粛であっても、島のファンをつくる、コロナ終息後の来島意欲促進に大きく貢献できるツールとして、SNS を活

用する必要性が明確になった。 

 

3.島あっちぃのつどい 

目的 

モニターツアー募集開始前に既存の離島ファン、島あっちぃファンのみならず、島あっちぃと親和性の高いゲストと共に 

インスタ LIVE 配信を通して交流することで、沖縄離島の魅力を発信し、島あっちぃの認知度拡大とフォ 

ロワー獲得を目指す。 

 

内容 

島あっちぃと親和性の高い著名人ゲスト 2 名と離島コーディネーター、事務局にて、約 1 時間の LIVE 配信を行う。 

参加したフォロワーには抽選で、島の特産品と島あっちぃトートバッグをプレゼントする。 

インスタ LIVE 第 1 弾「島あっちぃのつどい 伊是名島にエールを！！！」 

・配信日時：2021 年 10 月 29 日（金）20 時～21 時 

・出演者：いぜな島観光協会、嘉数ゆり氏、きいやま商店リョーサ氏、事務局 砂川拓海 

 

実績 

平均視聴者数 160 名  総視聴者数 2,028 名 
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▼各 SNS で告知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼LIVE 配信の様子 
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インスタ LIVE 第二弾「島あっちぃのつどい 渡名喜島にエールを！！！」 

配信日時：2021 年 11 月 29 日（月）20 時～21 時 

出演者：渡名喜村観光協会、嘉数ゆり氏、きいやま商店リョーサ氏、事務局 砂川拓海 

 

実績 

平均視聴者数 102 名  総視聴者数 1,773 名 

 

▼各 SNS で告知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼LIVE 配信の様子 
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■Facebook 運用 フォロワー1,561 名（2022.3 時点）＋48 名増加 ※スタート人数 1,513 名 

 

■Twitter 運用 フォロワー419 名（※2022.3 時点）＋262 名増加 ※スタート人数 157 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

モニターツアーの実施が決まっていない中でも、離島ファンの獲得に向け、県民に人気が高いタレント嘉数ゆり氏、きい

やま商店リョーサ氏(前年度モニターツアーに参加)２名をゲストに迎え、現地でしか手に入らない特産品の紹介や島の

魅力を県民のみならず、県外在住のゲストのフォロワーへ向けても広く PR することが出来た。 

 来島自粛を呼びかける離島へエール送るとともに、配信終了後のアンケート結果にも、「島へ行きたい」と回答が集中し、

コロナ終息後の来島意欲へ繋がる施策となった。 

 また Instagram 以外の SNS でも離島情報を更新し着実にフォロワーを獲得した。 
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８.沖縄県内施設へのチラシ・ポスター配布 

目的 

 本事業におけるモニターツアー募集を効率的かつ効果的に情報伝達するため、エントリー割合の高い那覇市エリアの施

設を中心にポスターの掲載やチラシの設置依頼を実施し、WEB では訴求できない年齢層への認知拡大と応募獲得を

行う。 

施策の実績及び効果 

ポスター設置 協力施設 

TSUTAYA壺川店 沖縄県立博物館・美術館 繁多川公民館 浦添市立図書館 

那覇市中央公民館 那覇市歴史博物館 那覇市文化協会 那覇市立石嶺図書館 

石嶺公民館 沖縄県立図書館 テンブス那覇 那覇市立小禄南図書館 

首里公民館 那覇市立中央図書館 那覇市民活動センター 那覇市立若狭図書館 

若狭公民館 でだこホール 沖縄県立男女共同参画センター 

 

令和３年度島あっちぃ ポスター掲載・チラシ設置 

実施期間 令和 3 年 12 月下旬～令和４年 1 月上旬 

施設数 19 施設 

仕様 ※下記参照 

配布数 
ポスター19 枚 

チラシ 235 枚 

考察 

WEB だけでなく、特にエントリー割合の高い那覇市エリアを中心にポスター掲載やチラシの設置を実施することで、

WEB では情報収集できないユーザーに向けて本事業のモニターツアー募集開始を確実に周知することができた。 

 

配布実施したポスター、チラシデザイン 

      ■ポスター              ■チラシ（表面）          ■チラシ（裏面） 
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９.ポスティング 

目的 

 本事業におけるモニターツアー募集を効率的かつ効果的に情報伝達するため、ポスティング反応率の高い本島中南部

エリアの県民に向けてポスティングを実施し、WEB では訴求できない年齢層への認知拡大とモニターツアー応募獲得を

行う。 

  

施策の実績及び効果 

令和３年度島あっちぃ ポスティング 

配布エリア 
南風原町・与那原町・豊見城市・糸満市・八重瀬町 

浦添市・宜野湾市・西原町・中城村・北中城村・沖縄市・うるま市・北谷町   

実施期間 令和 3 年 12 月下旬～令和 4 年 1 月上旬 

仕様 ※下記チラシ参照 

配布数 246,095 部 

 

考察 

WEB だけでなく、ポスティング反応率の高い本島中南部エリアにてポスティングを実施することで、WEB では情報収集

できないユーザーに向けて本事業のモニターツアー募集開始を確実に周知することができた。 

 

配布実施したチラシデザイン 

■チラシ（表面）                 ■チラシ（裏面） 
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１０.ポケットティッシュ・チラシ街頭配布 

目的 

本事業にて広報施策として活用しているインスタグラムのフォロワーを獲得するため、那覇市エリアや沖縄市エリアの県

民に向けてポケットティッシュやチラシの配布を実施し、 WEB では訴求できなかった層への認知拡大とフォロワー獲得を

行う。 

施策の実績及び効果 

 久茂地交差点～県庁前（那覇市）  東南植物楽園（沖縄市） 

実施日 2022 年 3 月 17 日（木） 2022 年 3 月 19 日（土） 

仕様 ※下記、参照 ※下記、参照 

配布数 500 枚（ポケットティッシュ） 500 枚（ポケットティッシュ）/500 枚（チラシ） 

考察 

那覇市エリア（久茂地交差点～県庁前）では20代～50代男女へ、沖縄市エリア（東南植物楽園）ではファミリ

ー層に向けてポケットティッシュなどを配布することで幅広いユーザー層に向けてインスタグラムフォロワー獲得並びに島あっ

ちぃ事業の周知をすることができた。 

配布実施したポケットティッシュ、チラシデザイン 

■ポケットティッシュ                  ■チラシ（表面）          ■チラシ（裏面） 

             

関連資料 
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11.オンライン島あっちぃ 

 

目的 

コロナ禍で困っている離島の観光事業社様を救済するために、沖縄県民を対象として、島あっちぃサイト内でキャンペ

ーンを展開（アクティビティジャパンサイトと連携）する。離島オンラインツアーへのモニターツアー応募者を募り、当選者に

は 100％補助クーポンを発行した上で、参加後アンケートを必須とする。 

 

施策の実績及び効果 

・キャンペーン実施期間 

キャンペーン公開日：2021 年 7 月 2 日（金） 

エントリー期間：2021 年 7 月 2 日（金）～7 月 9 日（金） 7 日間 

オンライン体験催行期間：2021 年 7 月 10 日（土）～8 月 15 日（日） 

・実績および効果 

応募件数および総人数：248 件 544 名（1 人から複数プランへの申込含む）※実際には 101 名の応募。 

当選者：65 組 111 名（当選率 64.3%） 

ツアー予約者：33 組 56 名（予約率 50.8%） 

ツアー参加者：32 組 55 名（催行率 97%） 

利用総額：255,850 円 

 

考察 

企画立案から実施まで 1 週間程の短い期間だったが、248 件 544 人ものモニターツアー応募を獲得し、最終的に

32 組 55 名が本キャンペーンに参加した。本キャンペーンを通じて、コロナ禍の影響を受ける離島事業者に総額

255,850 円の収益が生まれたことは一定の成果だと言える。 

一方で、当選後の予約率が 50.8%だったことが課題としてあげられる。応募者および当選者への説明が丁寧にでき

ておらず、当選後の予約からモニターツアー参加までの流れがしっかり伝えきれていなかった点が要因だと考える。 

オンラインツアー自体は、コロナ禍でも事業者の収益および沖縄ファンとの繋がりが構築できる観光商品であるため、今

後、島あっちぃツアーのオンライン化も検討する際は、現地ツアー以上に参加者への丁寧な説明と対応が必要である。 
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＜オンライン島あっちぃ ちゅらとく記事ページ＞ 

https://www.churatoku.net/info/0002245.aspx 

 

 

 

https://www.churatoku.net/info/0002245.aspx
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12.春得キャンペーン 

 

目的 

島が自走化した体験プログラムは、予約サイトに掲載するまでは至っているが、「売れる」状態にはまだ至っていないた

め、予約サイトと連動した「販売促進企画」を実施することで「販売・予約管理・顧客対応」を体験し、「売る為に必要な

スキル」を身に着けて完全自走することを目的とする。 

 

施策の実績及び効果 

・キャンペーン概要：キャンペーン期間中は対象プランが 20%割引 

・キャンペーン実施期間：令和 4 年 1 月 26 日～3 月 31 日 

・実施施策 

たびらいサイト内への特設ページ公開および、たびらい会員に向けたメルマガ投稿および SNS 投稿 

Facebook 広告を活用したキャンペーンプラン毎の PR 

・実績および効果 

参加事業者数：7 事業者 18 プラン 

獲得予約数：20 件（令和 4 年 1 月 26 日～3 月 30 日時点） 

特設ページ閲覧数：674pv（令和 4 年 1 月 26 日～3 月 30 日時点） 

たびらい会員向け販促施策 

2/6：メルマガ配信（送信数 151,692、開封率 7.3%、クリック率 0.3%） 

2/6：Facebook 投稿（リーチ 9,014、エンゲージメント 208、リンククリック 21） 

2/7：Twitter 投稿（インプレッション 3,651、エンゲージメント 81） 

2/10：たびらいアクティビティ予約者に向けたメルマガ（送信数 1,081、開封率 14.5%、クリック率 2.4%） 

Facebook 広告配信 

配信期間：3/9～3/15（リーチ 343,743、リンククリック 6,895、クリック単価 46 円）※広告の合計 

 

考察 

本キャンペーンのプランを掲載した特設ページの閲覧数は約 2 ヵ月間で 674pv と大きく伸び悩んだ。その要因としては

次の3つが考えられる。①ページ公開した1月は、沖縄県はまん延防止措置期間中であり、全国的にも新規感染者数

が増加傾向だったことで旅行意欲が低かった。②アクティビティ体験はホテル予約等に比べて予約時期が旅行直前となり、

SNS 投稿後すぐに予約反響が出にくい傾向にあった。③新設した特設ページは短期間では検索上位に表示されず自

然検索からの流入数が少なかったため、特設ページへの流入を図る場合は公開後に継続的な販促プロモーションが必

要であった。特に、たびらいサイトの他離島の体験特設ページを調べると、「●●体験とは？」、「●●体験の魅力」や

「●●体験の選び方のポイント」等への閲覧数が多かった。今後の特設ページ制作および販促の参考にしたい。 
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＜春得キャンペーン特設ページ＞ 

https://www.tabirai.net/activity/okinawa/special/island/ 

 

  

https://www.tabirai.net/activity/okinawa/special/island/
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＜春得キャンペーン たびらい会員メルマガおよび Facebook 投稿、Twiiter 投稿＞ 

   

 

 

＜春得キャンペーン Facebook 広告 ※一部＞ 
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13. オンライン島あっちぃ第 2 弾 

目的 

令和 4 年 1 月 4 日時点で 93 本（834 名の定員枠）のモニターツアーを造成していたが、緊急事態宣言の発令

に伴い合計で 74 本のモニターツアーを催行中止・募集停止にすることとなった。そのリカバリー策として、コロナ禍において、

安全・安心に沖縄離島を楽しんでいただく為に、オンラインで離島体験プログラムを提供し、将来の来訪に繋げる。 

 

企画概要 

・プログラムの利用対象者：沖縄県民 

・助成割合：体験費の 5 割（残り 5 割はお客様負担） 

・体験後のアンケート提出：必須 

・参画対象事業者：23 事業者 任意参画（島あっちぃコーディネーターor 島あっちぃでの体験提供事業者） 

・展開サイト： JJActivity（本事業の共同企業体である（株）ジャンボツアーズが運営する OTA） 

・催行期間：2022 年 2 月 28 日（月）～2022 年 3 月 21 日（月） 

・プログラム内容：オンラインで体験したあと、将来、島でのリアル体験に繋げたい為、島あっちぃで提供しているプログラ

ムのみ掲載可能（体験時には普段の島あっちぃでの様子を冒頭で伝えること） 

・広報施策：JJActivity でのメルマガ配信、島あっちぃ公式メルマガ、島あっちぃ公式 Facebook、島あっちぃ公式

Twitter、島あっちぃ公式 Instagram、ちゅらとくメルマガ配信（有料） 

実績  

参画事業者 期間閲覧数 催行件数 催行率 

6 事業者 18,070 PV 1 件 0.005% 

 

※参画事業者数は、23 の対象事業者に案内し、掲載を希望した事業者数 

※閲覧数は 2022 年 2 月 28 日（月）～2022 年 3 月 21 日（月）の商品掲載ページの合計 PV 数 

※催行実績の 1 件は、渡名喜村観光協会が提供した体験プログラム（来訪歴ありのユーザー） 

考察 

企画実施期間が 22 日間という短期期間の施策ではあったが、6 事業者が企画に賛同し、新たな販売サイト

（JJActivity）との契約・商品掲載までに至ったことは、これまでの自走を意識して行ってきた経験が大きい。 

閲覧数に対して、お客様の申込数が伸びなかったという課題の要因は次の 3 点が考えられる。1 点目は

JJActivityで「オンライン体験商品」を販売することが初めてだったため、ユーザーの参考となる口コミ等が不足し予約まで

至らなかった。2 点目はプロモーション期間がタイトだったため、ユーザーの検討時間が短く予約に至らなかった。（予約申

し込み以外にお客様からのお問い合わせが 3 件あった）3 点目は、企画内容を丁寧に伝える特設ページを制作できな

かったため、魅力訴求が弱く予約に至らなかった。実際に渡名喜島のオンライン体験プログラムを体験されたお客様の満

足度は高かったため、十分な準備期間を設け丁寧にプロモーションすることで来訪へのきっかけをつくることが可能になる。 
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14.琉球エアコミューター株式会社 
 

 RAC(琉球エアコミューター株式会社)による、島あっちぃ協賛の下記施策が行われた。 

● 機内チラシ配布(2,000 部配布) 

● 機内アナウンス実施：令和 3 年 12 月 13 日(月)～令和 4 年 1 月 5 日(水)まで  

※新型コロナ感染症の感染拡大に伴い 1 月 6 日(木)始発便より中止 

● ホームページお知らせ掲載 
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第 3 節 広報施策の総括 

第1項 応募者データ 

募集期間：令和 3 年 11 月 26 日～令和 3 年 12 月 16 日 

応募件数：359 件 

応募人数：658 人 

※1 件当たり約 1.8 人が応募 

※下記データは応募件数(応募された代表者)より参照 
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第2項 効果的だった主な施策 

 フォロワー獲得施策で、一番成果をあげたのはちゅらとくで実施した「フォロワー獲得キャンペーン」告知だった。キャンペ

ーン前の 1 週間のフォロワー獲得推移は 22 件だったが、キャンペーン実施の 1 週間で 1,271 件獲得と前週比約 58

倍の好反応を見せた。 

 

 

第3項 総括 

本年度は昨年から力を入れている Instagram フォロワー獲得キャンペーンをバリエーションを増やして実施した。新し

くモノレール広告を実施するなど、新規層へのアプローチを行った。Instagram フォロワー獲得については、事業スター

ト時のフォロワーは 1,238 名だったが、事業終了時点では 3,717 人(＋2,479 人)に増加した。 

事業期間中は新型コロナウイルス 感染症の感染状況により、事業スタート遅れやイレギュラーなことが多かったが離

島応援キャンペーンを通して Instagram ライブ配信で現地のリアル状況を伝えたり、特産品を PR したりと県内外の

ユーザーに向けてアピールすることが出来た。 

 さらにライブ配信後のコメントには、「渡名喜島を初めて知りました」や「次回の沖縄旅行の際に伊是名島へ行って

みます」など好意的なコメントが寄せられたことから、新型コロナウイルス感染状況が落ち着かない中でも、新しい情報

発信に繋がった。 

 

 

 

 


